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第
二
十
五
条
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に

改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
見
出
し
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
登
録
機
関
」を「
個

体
等
登
録
機
関
」
に
、「
執
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
登
録
機
関
」
を「
個
体
等
登
録
機
関
」に
、「
登

録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に
、「
執
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
四
条
第

四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
五
項
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
、「
登

録
関
係
事
務
の
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
五
項
ま
で
、第
七
項
又
は
第
八
項
」

を
「
第
六
項
ま
で
、
第
八
項
又
は
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第

五
項
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中「
第
二
十
四
条
第
六
項
各
号
」

を
「
第
二
十
四
条
第
七
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事

務
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
改
め
、
同
条
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等

登
録
機
関
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
三
号
中
「
第
二
十
四
条
第
八
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第

二
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
項
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に
改
め
、
同

条
第
五
号
中
「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事
務
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
、「
登
録
関
係
事
務
」
を
「
個
体
等
登
録
関
係
事

務
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
」に
、「
同
条
第
七
項
」

を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
二
十
条
の
二
第
一
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

第
二
十
九
条
第
二
項
中
「
登
録
機
関
」
を
「
個
体
等
登
録
機
関
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
四
節
の
節
名
中
「
特
定
国
際
種
事
業
」
を
「
特
定
国
際
種
事
業
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
の
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
の
業
務
を
伴
う
」
を
「
特

定
第
一
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
の
譲
渡
し
又
は
引
渡
し
の
業
務
を
伴
う
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び

第
三
号
中
「
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
を
「
特
定
第
一
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項

中
「
第
三
項
の
」
を
「
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
、
第
四
項
の
」
に
改
め
、

「
、
前
項
の
規
定
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
」
及
び
「
前
項
中
」
を
削
り
、「
命
令
」
と
」の
下
に「
、
第

四
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
国
内
種
関
係
大
臣
」
と
、
前
項
中
「
環
境
省
令
、
農
林
水
産
省
令
」

と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
内
種
関
係
大
臣
の
発
す
る
命
令
」
と
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、

同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

環
境
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
出
に
係
る
番
号
を
そ
の

届
出
を
し
た
者
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
令
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
届
出
を
し

た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
そ
の
番
号
そ
の
他
環
境
省
令
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
特
定
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
を
「
特
定
第
一
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物

種
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四

項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
特
定
国
内
種
事
業
を
行
う
者
は
、
そ
の
特
定
国
内
種
事
業
に
関
し
特
定

第
一
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
の
陳
列
又
は
広
告
を
す
る
と
き
は
、
環
境
省
令
、
農
林
水
産
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
届
出
に
係
る
番
号
そ
の
他
環
境
省
令
、
農
林
水
産

省
令
で
定
め
る
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
特
定
国
内
希
少
野

生
動
植
物
種
」
を
「
特
定
第
一
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら

第
三
項
ま
で
」
に
、「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
四
節
第
二
款
の
款
名
中
「
特
定
国
際
種
事
業
」
を
「
特
定
国
際
種
事
業
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
二
中
「
定
め
る
特
定
器
官
等
」
の
下
に「（
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
器
官
等

を
除
く
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
四
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
三
の
見
出
し
中
「
特
定
国
際
種
事
業
を
行
う
者
」
を
「
特
定
国
際
種
事
業
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
行
う
者
」
の
下
に「（
以
下
「
特
定
国
際
種
事
業
者
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
」を「
第

三
十
三
条
の
二
十
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
特
定
国
際
種
事
業
を
行

う
者
」
を
「
特
定
国
際
種
事
業
者
」
に
、「
確
認
し
」
を
「
確
認
し
、」に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
四
の
見
出
し
中
「
特
定
国
際
種
事
業
を
行
う
者
」
を
「
特
定
国
際
種
事
業
者
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
特
定
国
際
種
事
業
を
行
う
者
」
を
「
特
定
国
際
種
事
業
者
」
に

改
め
、「
前
条
の
規
定
」
の
下
に
「
又
は
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
」
を
加
え
、「
同
条
」
を

「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中「
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
特
定
国
際
種
事
業
を
行
う
者
」

を
「
特
定
国
際
種
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
五
中
「
第
三
十
条
第
三
項
の
」
を
「
第
三
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
第
三
十
三
条
の
二
の

規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
、
第
三
十
条
第
四
項
及
び
第
三
十
一
条
第
三
項
の
」
に
改
め
、「
、
第
三
十
条
第
四
項
の
規

定
は
第
三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
」
を
削
り
、「
第
三
十
条
第
三
項
中
」の
下
に「「
農
林
水
産
大
臣
」

と
あ
る
の
は
「
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
（
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
次
条
第
三
項
並
び
に
第
三
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
環
境
省
令
、
農
林
水
産
省

令
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
の
発
す
る
命
令
」
と
、
同
条
第
四
項
中
」
を
、「「
特
定
国

際
種
事
業
」
の
下
に「（
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
特
定
国
際
種
事
業
を
い
う
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、「
命
令
」
と
」
の
下
に
「
、
第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
特
定
国

内
種
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
国
際
種
事
業
」
と
、「
特
定
第
一
種
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
個
体
等
」
と
あ
る
の

は
「
特
定
器
官
等
（
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
器
官
等
を
除
く
。）で
あ
っ
て
第
三
十
三
条
の
二

の
政
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
」
と
、「
環
境
省
令
、
農
林
水
産
省
令
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
及
び
特
定

国
際
種
関
係
大
臣
の
発
す
る
命
令
」
と
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
十
五
中
「
第
二
十
四
条
第
九
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
こ

れ
ら
の
規
定
」
を
「
第
二
十
三
条
第
六
項
」
に
、「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」」を
「
環
境
大
臣
等
（
第
三

十
三
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
等
を
い
う
。
第
二
十
四
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項
並
び
に
第
二
十
七

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」」に
改
め
、「
第
二
十
四
条
第
十
項
中
」
の
下
に「「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣

等
」
と
、
同
条
第
十
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
等
」
と
、」を
加
え
、「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際

種
関
係
大
臣
の
発
す
る
命
令
」
を
「
環
境
大
臣
等
の
発
す
る
命
令
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ

る
の
は
「
環
境
大
臣
等
」
に
改
め
、
第
二
章
第
五
節
中
同
条
を
第
三
十
三
条
の
三
十
三
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
十
四
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
五
第
一
項
」
に
改
め
、
同

条
を
第
三
十
三
条
の
三
十
二
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
十
三
中
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
は
」
を
「
環
境
大
臣
等
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二

号
中
「
第
三
十
三
条
の
九
第
三
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
七
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
三
条

の
九
第
八
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
七
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
三
十
三
条
の
十
五
」
を
「
第
三

十
三
条
の
三
十
三
」
に
、「
第
二
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
十
項
」
に
、「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係

大
臣
」
を
「
環
境
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第
三
十
三
条
の
十
一
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
九

第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
の
三
十
一
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
十
二
中
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」
を
「
環
境
大
臣
等
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十

三
条
の
三
十
と
す
る
。

第
三
十
三
条
の
十
一
第
一
項
中
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」
を
「
環
境
大
臣
等
」
に
、「
第
三
十
三
条

の
八
第
四
項
各
号
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
六
第
四
項
各
号
」
に
、「
執
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」
を
「
環
境
大
臣
等
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条

の
二
十
七
第
一
項
」
に
、「
執
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」

を
「
環
境
大
臣
等
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
九
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
十
七
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項

中
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」
を
「
環
境
大
臣
等
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
八
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第

三
十
三
条
の
二
十
六
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
環
境
大
臣
及
び
特
定
国
際
種
関
係
大
臣
」
を
「
環
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